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１ はじめに 

ビタミンＥ（以下、「VE」）とセレン（以下、「Ｓｅ」）

は、体内で協調して抗酸化作用や免疫強化作

用を担っている。そのため、欠乏すると活性酸素

が増加し筋線維が傷害され、運動障害や心悸

亢進等を呈すると言われている。１） 

また、長期保存された乾草やサイレージ中の

VE は酸化により、低含量となることが知られてお

り、牧草中のＳｅは、酸性の国内土壌の影響で

低値であることが多いとされている。１） 

今回、肉用牛繁殖経営農家で、VE・Ｓｅ欠乏

症と診断された事例があり、その原因と発生機

序について考察を加えたので、概要を報告する。 

 

２ 発生状況 

発生農場は、Ａ市で日本短角種を飼養する

繁殖経営農場で、夏山冬里方式で管理してい

る。      

農場の飼養頭数は、種雄牛 1 頭、繁殖雌牛 

37 頭、子牛 29 頭で、平成 29 年は 5 月 25 日か

ら放牧を実施していた。 

発症牛は、６月 23 日、93 日齢の雌子牛１頭

で、両前肢の運動障害に起因する起立不能、

食欲廃絶、下痢、呼吸速迫等を呈し農場へ退

牧した。 

管理獣医師が、抗生物質、強肝剤、補液等

による治療を実施した結果、食欲廃絶等の症状

が改善されたものの起立不能は続き、26 日に当

所に血液検査の依頼があった。 

 

３ 材料及び方法 

（１）材料 

管理獣医師が６月 26 日に採材した、発症

牛の血液と血清各１検体を検査に供した。 

また、同居牛の状況を確認するため、８月 

17 日に採材した放牧子牛の血清８検体と舎

飼期の４月 20 日に凍結保存していた繁殖雌

牛の血清６検体を検査した。 

さらに、これまでＶＥ・Ｓｅ欠乏症が確認され 

ていない農場（以下、「非発生農場」）と、当該 

農場のＶＥとＳｅ量を比較するため、乾草、配 

合飼料各 1.0g について、ＶＥではエタノール

抽出法、Ｓｅでは湿式灰化し、測定材料に供

した。 

 

 



（２）方法 

自動血球計算機（Celltacα 日本光電）を

用いて血液一般検査を実施した。 

血液生化学検査はドライケミストリー法（ドラ  

イケムＮＸ500Ｖ 富士フィルム）により測定した。 

ＶＥは不純物の除去を簡易に行うカラムス

イッチング高速液体クロマトグラフィー（ＮＡＮ

ＯＳＰＡＣＥ ＳＩ-２ ＳＨＩＳＥＩＤＯ）により、Ｓｅ

はジアミノナフタレン蛍光法により蛍光強度を

測定した。 

また、ＶＥとＳｅの測定値を榊原らによる「血  

清ビタミンＥ濃度及び血清セレン濃度の分布  

と白筋症発症確率の混合効果モデルによる

解析結果」２）により解析した。 

 

４ 結果 

（１）発症牛の検査 

表１に発症牛の血液検査結果を示した。  

ＲＢＣは、129 万/μｌと軽度増加していたが、   

ＷＢＣは、正常範囲内であった。 

また、ＴＰ値は 5.5ｇ/ｄｌ、Ａｌｂ値は 2.6ｇ/ｄｌと 

軽度減少していた。さらに、ＢＵＮ値は 5.1ｍｇ  

/ｄｌと低下していた。 

ＡＳＴ、ＡＬＴ、ＬＤＨ、ＣＰＫの値は、それぞ  

れ、 4,464Ｕ / ｌ 、 1,026Ｕ / ｌ 、 16,590Ｕ / ｌ 、

11,700Ｕ/ｌと、10～50 倍に著増していた。 

ＶＥ値は 47.6μｇ/ｄｌ、Ｓｅ値は 14.5ｎｇ/ｍｌと  

欠乏していた。 

なお、その他の項目については、全て正常 

範囲内であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（２）同居子牛、繁殖雌牛の検査 

表２に同居子牛と繁殖雌牛のＶＥとＳｅ値 

を示した。 

同居子牛のＶＥ値は、８頭中２頭が欠乏し

ており、それぞれ 44.8、53.5μｇ/ｄｌであった。

また、Ｓｅ値は、13.5～19.6ｎｇ/ｍｌの範囲で 

８頭全頭が欠乏していた。 

繁殖雌牛のＶＥ値は、120.9～148.1μｇ/ｄｌ   

の範囲で６頭中４頭が欠乏しており、Ｓｅ値は

20.5～31.6ｎｇ/ｍｌの範囲で６頭全頭が欠乏し

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 発症牛の血液検査結果 

表２ 同居子牛及び繁殖雌牛の血清ＶＥ及びＳｅ値 



（３）飼料の検査 

表３に飼料中ＶＥとＳｅ値を示した。当該   

農場の飼料中ＶＥ値は、乾草、配合飼料の  

いずれも非発生農場より低く、Ｓｅ値につい  

ては乾草で同程度であったが、配合飼料 

では検出限界以下であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) ＶＥ値とＳｅ値の解析 

図１に本症例と同居子牛の血清について 

ＶＥとＳｅ値を解析した結果を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発症牛は、90％発症の閾値線上に解析さ 

れていた。また、同居牛５頭は 50％発症領域  

にあり、１頭は 10％発症領域にあった。なお、 

２頭は限界領域以下であった。 

 

 

５ 検査後の対応 

農場管理獣医師に対して、試験的治療として

α-トコフェロール 200ｍｇと亜セレン酸ナトリウム

21.9ｍｇの投与を指導した。その結果、投与翌

日に起立不能が改善した。 

 

 

６ まとめ及び考察 

今回の発症牛は、臨床症状、筋肉由来血清

逸脱酵素の著増、ＶＥとＳｅ値の欠乏と試験的治

療の反応、榊原らの解析結果からＶＥ・Ｓｅ欠乏

症と診断した。 

牛でＶＥ・Ｓｅ欠乏を示す主な疾患は、白筋症

と麻痺性ミオグロビン尿症である。両疾病は、筋

組織の破壊による起立不能を呈し、ミオグロビン

尿や筋肉由来血清逸脱酵素の著増などの所見

を示す。また、発症好発日齢は、白筋症 10～

100 日齢、麻痺性ミオグロビン尿症 365～730 日

齢であると言われている。 

今回の発症牛は、93 日齢であったことから白

筋症の可能性が高いと考えられたが、回復した

ため病理検査による、筋線維の変性、壊死を確

認できなかった。 

離乳までの子牛のＶＥ値とＳｅ値は、母乳に依

存するとの報告がある。３） 

今回、繁殖雌牛 14 頭全頭でＳｅ値が欠乏し、

飼料中のＳｅ値が低値だったことやＳｅ含有鉱塩

が設置されていなかったことなどから、潜在的に

Ｓｅ値が欠乏していたと推察された。 

また、非発生農場に比べ飼料中のＶＥ値が低

値だったことや舎飼期の繁殖雌牛６頭中４頭で

ＶＥ値が欠乏していたことなどから、潜在的Ｓｅ欠

乏にＶＥ欠乏が加わり発症の一因となったと考え

られた。 

本事例の対策として、Ｓｅ含有鉱塩を設置した。

表３ 飼料中ＶＥ値、Ｓｅ値 

図１ 血清ビタミンＥ濃度及び血清セレ

ン濃度の分布と白筋症発症確率の混合効

果モデルによる解析結果 



妊娠牛に対するＶＥ及びＳｅの補給などや新生

子牛に対する VE・Ｓｅ製剤の投与が本病発症の

予防に有効であるとの報告がある。１） 

今後は、繁殖雌牛の血液検査を実施し、ＶＥ

値とＳｅ値の欠乏が認められた際には、ＶＥ・Ｓｅ

製剤を投与することとした。 
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